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平
成
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度
の

27

新
潟
支
部
総
会
で

支
部
長
を
仰
せ
つ

か
っ
て
、
２
年
目
と
な
り
ま
し
た
。
副
支
部
長
を

、

、

、

は
じ
め

役
員

会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り

何
と
か
任
を
務
め
て
お
り
ま
す
。
特
に
、
事
務
局

長
の
横
尾
先
生
に
は
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
新
潟
支
部
で
は
、
６
月
に
役
員
会
、
８

月
に
支
部
総
会
、
そ
の
後
、
支
部
会
報
を
発
行
す

る
と
い
う
一
年
間
の
大
ま
か
な
流
れ
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。
目
下
の
一
番
の
課
題
は
、
新
潟
支
部
の

会
員
の
把
握
で
す
。
転
居
さ
れ
て
、
そ
の
後
の
連

絡
が
付
か
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
が
多
い
の
で

す
。
近
年
の
会
員
数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
歯
止

め
が
か
か
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
も
し
、
お
近
く
に

、

、

、

同
窓
の
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら

私

も
し
く
は

事
務
局
に
情
報
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ

ま
す
。

二
番
目
の
課
題
は
、
支
部
総
会
の
参
加
者
を
増

や
す
こ
と
で
す
。
支
部
総
会
は
、
上
中
下
越
の
３

地
域
の
持
ち
回
り
で
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
今
年

度
は
新
潟
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
藤
嶋
学
長
様

が
お
い
で
く
だ
さ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
近
年
で
は

最
も
多
い
、

名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か

40

し
、
平
成

年
度
は

名
、
平
成

年
度
は

名

27

28

26

25

と
目
標
で
あ
る

名
を
切
っ
て
お
り
ま
し
た
。
今

30

後
も
総
会
を
盛
大
な
も
の
と
す
る
た
め
に
、
ぜ
ひ

と
も

名
の
参
加
者
を
募
り
た
い
と
思
っ
て
お
り

30

ま
す
。
今
ま
で
参
加
し
た
こ
と
が
な
く
て
も
、
同

窓
と
い
う
だ
け
で
打
ち
解
け
、
大
学
時
代
の
懐
か

し
い
話
題
に
花
を
咲
か
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
近
年
は
総
会
に
合
わ
せ
て
、
ミ
ニ
講
演
会

も
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
工
夫
を
凝
ら
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
同
期
の
皆
様
で
お
誘
い
合

わ
せ
の
上
、
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
と
あ
り
が
た

。

。

い
で
す

平
成

年
度
は
長
岡
開
催
の
予
定
で
す
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よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

三
番
目
の
課
題
は
、
役
員
や
総
会
参
加
者
に
偏

り
が
あ
る
こ
と
で
す
。
総
会
は
、
以
前
か
ら
高
校

の
教
員
（
現
役
、
Ｏ
Ｂ
）
の
参
加
が
多
い
の
で
す

が
、
近
年
は
義
務
教
育
学
校
関
係
の
方
の
参
加
も

多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
民
間
の
方
の

参
加
が
多
く
な
れ
ば
、
活
性
化
す
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
考
え
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ

ま
す
。

自
分
が
学
校
に
勤
め
て
い
る
か
ら
言
う
わ
け
で

は
な
い
の
で
す
が
、
学
校
は
単
体
で
は
成
り
立
ち

ま
せ
ん
。
保
護
者
の
方
、
地
域
の
方
、
同
窓
会
の

方
の
ご
支
援
で
支
え
ら
れ
て
い
る
部
分
が
あ
る
の

で
す
。
私
た
ち
、
東
京
理
科
大
学
の
同
窓
生
は
、

そ
れ
ほ
ど
、
積
極
的
で
な
く
て
も
、
何
ら
か
の
形

で
母
校
を
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
、
大
切
で
は
な

。

、

い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す

新
潟
支
部
の
活
動
は

「
理
学
の
普
及
を
図
り
会
員
相
互
の
親
睦
，
連
絡

を
密
に
し
，
会
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
」
を
目

的
と
し
て
は
お
り
ま
す
が
、
会
の
活
動
が
陰
な
が

ら
母
校
の
支
援
に
繋
が
っ
て
い
く
と
信
じ
て
お
り

ま
す
の
で
、
今
後
も
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。御

挨
拶

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す

副
支
部
長

中
尾

慶
一

こ
の
度
、
理
窓

会
新
潟
支
部
副
支

部
長
と
い
う
大
役

を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。
身
の
引
き
締
ま
る
思
い

で
す
。
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
先
輩
諸
氏
を
見

習
い
、
支
部
会
員
の
皆
様
の
御
協
力
、
御
支
援
を

賜
り
、
理
窓
会
新
潟
支
部
の
発
展
と
親
睦
の
た
め

に
努
力
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

私
は
、
昭
和
六
十
年
三
月
に
、
理
学
部
物
理
学

。

、

科
を
卒
業
し
ま
し
た

大
学
四
年
間
の
思
い
出
は

雀
荘
に
足
を
運
び
、
部
活
動
で
汗
を
流
し
、
卒
業

研
究
に
四
苦
八
苦
し
て
取
り
組
ん
だ
こ
と
で
す
。

い
ず
れ
も
一
人
だ
け
で
は
で
き
ず
、
同
級
生
や
仲

間
と
の
協
力
、
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
励
ま
し
合
う

こ
と
の
大
切
さ
を
実
感
す
る
も
の
と
な
り
、
今
の

自
分
の
礎
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

大
学
四
年
生
に
な
り
、
成
績
優
秀
で
は
な
か
っ

た
私
は
、
本
当
に
卒
業
後
の
進
路
選
択
に
迷
い
ま

し
た
。
そ
ん
な
不
安
の
中
、
教
員
免
許
取
得
に
必

要
な
教
育
実
習
を
通
し
て
、
中
学
校
教
員
に
な
る

こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
。
そ
の
と
き
は
、
関
川
俊

男
先
生
の
研
究
室
に
所
属
し
、
卒
業
研
究
を
、
も

う
一
人
の
仲
間
と
共
同
で
取
り
組
ん
で
い
ま
し

た
。関

川
先
生
に
、
新
潟
県
の
採
用
試
験
に
挑
戦
し

た
い
と
お
話
し
す
る
と

「
卒
業
研
究
は
採
用
試

、

験
が
終
わ
っ
て
か
ら
で
い
い
か
ら
、
試
験
勉
強
頑

張
り
な
さ
い

」
と
、
励
ま
し
て
い
た
だ
き
ま
し

。

た
。
そ
れ
か
ら
約
三
か
月
間
は
、
真
剣
に
試
験
勉

強
に
励
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
共
同
研
究
者
の
仲
間

の
協
力
と
、
関
川
先
生
の
御
配
慮
の
お
か
げ
で
採

用
さ
れ
、
佐
渡
を
初
任
の
地
と
し
て
、
中
学
校
教

員
の
生
活
を
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。昨

年
四
月
、
約
三
十
年
ぶ
り
に
再
び
佐
渡
の
地

を
踏
み
、
赤
泊
中
学
校
に
勤
務
し
て
お
り
ま
す
。

赤
泊
中
学
校
は
、
今
年
度
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
力

を
入
れ
て
き
ま
し
た
。
特
に
三
年
生
は
、
観
光
を

足
が
か
り
に
、
大
学
や
佐
渡
市
な
ど
多
方
面
か
ら

、

、

の
御
支
援
を
い
た
だ
き

様
々
な
活
動
を
通
し
て

赤
泊
地
区
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
提
案
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
提
案
の
一
つ
が
、
実

際
の
観
光
活
動
と
し
て
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
達
に
と
っ
て
、
ふ
る
さ
と
へ
の
愛
着
と

誇
り
は
生
き
る
力
の
源
で
す
。
ふ
る
さ
と
の
活
性

化
を
真
剣
に
考
え
る
子
ど
も
達
の
姿
に
触
れ
、
こ

れ
か
ら
の
社
会
を
力
強
く
生
き
抜
く
基
盤
づ
く
り

の
た
め
に
は
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
一
層
の
充
実
が

不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
強
く
感
じ
る
一
年
間
と
な

り
ま
し
た
。

現
在
、
母
校
で
は
、
教
員
志
望
者
が
少
な
く
な

っ
て
い
る
と
聞
き
ま
す
。
同
窓
後
輩
が
、
高
い
志

を
も
ち
、
教
育
だ
け
で
な
く
社
会
全
般
に
貢
献
す

る
人
材
と
な
る
こ
と
を
祈
り
、
理
窓
会
の
発
展
に

寄
与
す
る
こ
と
を
お
誓
い
し
、
就
任
の
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

佐
渡
で
生
活
し
て
い
ま
す

Ｈ
１
理
工
・
数

佐
藤
直
之

県
立
佐
渡
中
等
教
育
学
校
に
赴
任
し
て
早
く
も

。

、

１
年
に
な
り
ま
し
た

職
場
の
歓
迎
会
が
終
わ
り

１
年
前
に
感
じ
た
新
し
い
生
活
へ
の
期
待
と
不
安

が
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
学

校
近
く
の
高
台
に
あ
る
ア
パ
ー
ト
は
、
鶯
の
さ
え

ず
り
が
目
覚
ま
し
代
わ
り
。
雉
が
出
迎
え
、
鷹
が

天
を
舞
い
、
燕
が
学
校
の
軒
下
に
巣
を
作
る
。
初

夏
に
は
弾
崎
で
カ
ン
ゾ
ウ
の
花
が
咲
乱
れ
、
秋
に

は
大
佐
渡
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
の
紅
葉
。
昨
冬
は
学
校

周
辺
で
長
岡
と
変
わ
ら
な
い
位
の
降
雪
が
あ
り
、

加
茂
湖
の
牡
蠣
と
羽
茂
の
柿
を
堪
能
し
ま
し
た
。

あ
と
、
寒
ブ
リ
も
美
味
で
し
た
。

県
立
佐
渡
中
等
教
育
学
校
は
平
成
二
十
年
開
校

の
佐
渡
唯
一
の
中
高
一
貫
校
で
す
。
旧
両
津
高
等

学
校
の
校
舎
を
利
用
し
た
広
大
な
敷
地
に
、
六
学

年
合
わ
せ
て
二
九
四
名
の
生
徒
が
学
ん
で
い
ま

す
。
知
性
・
人
間
性
・
郷
土
愛
の
育
成
を
三
本
柱

。

、

に
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す

一
例
と
し
て

知
性
で
は
、
７
限
授
業
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン

「

」

グ
導
入
に
よ
る

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び

の
実
現
、
次
学
年
で
習
う
内
容
の
先
取
り
や
学
習

習
慣
を
身
に
付
け
さ
せ
る
活
動
「
残
勉

（
の
こ

」

べ
ん
：
宿
題
を
し
て
こ
な
か
っ
た
生
徒
を
対
象
に

一
時
間
程
度
残
し
て
勉
強
さ
せ
る
）
を
行
っ
て
い

ま
す
。
人
間
性
で
は
、
体
育
祭
や
文
化
祭
、
生
徒

会
活
動
の
ほ
か
、
年
２
回
中
等
集
会
を
利
用
し
て

。

、

異
学
年
交
流
を
行
っ
て
い
ま
す

中
等
集
会
と
は

一
年
生
か
ら
六
年
生
ま
で
各
学
年
２
～
３
人
の
計

人
く
ら
い
が
グ
ル
ー
プ
と
な
り
、
決
め
ら
れ
た

15テ
ー
マ
に
つ
い
て
意
見
を
出
し
合
う
活
動
で
す
。

昨
年
の
テ
ー
マ
は
「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
利
用
」

と
「
い
じ
め
」
で
し
た
。
郷
土
愛
と
し
て
は
、
総
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合
体
験
Ｕ
Ｐ
で
の
地
域
研
究
や
ス
ク
ー
ル
カ
ル
チ

「

」

。

、

ャ
ー

能
楽

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す

能
楽
は

毎
年
七
月
最
終
日
曜
日
「
本
間
家
定
例
能
」
に
二

年
生
が
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
ら
郷
土
の
文
化
的
な
活
動
が
認
め
ら
れ
、
平
成

二
十
七
年
に
は
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
に
加
盟
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
佐
渡
地
区
高
等
学
校
グ
ロ
ー
バ

ル
人
材
育
成
委
員
会
の
活
動
と
し
て

本
校
は

デ

、

「

イ
リ
ー
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
キ
ャ
ン
プ
」
と
「
ス
ピ

ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
担
当
し
ま
し
た
。
地
区
中

高
生
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
に
一
役
買
っ
て
い
る
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

県
立
佐
渡
中
等
教
育
学
校
は
今
年
、
創
立
十
周

年
を
迎
え
ま
す
。
十
月
二
十
八
日
土
曜
日
に
記
念

式
典
を
行
い
ま
す
。
記
念
講
演
は
堀
口
智
顕
氏
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
、
こ
の
春
の
大
き
な
変
化
と
い
え
ば
、

今
年
の
四
月
一
日
か
ら
有
人
国
境
離
島
法
に
基
づ

く
佐
渡
航
路
運
賃
の
島
民
割
引
が
始
ま
り
ま
し

た
。
が
、
単
身
赴
任
中
の
私
は
い
わ
ゆ
る
島
民
で

は
な
い
の
で
、
従
来
の
島
発
運
賃
の
値
上
げ
に
よ

り
、
佐
渡
汽
船
を
利
用
す
る
場
合
は
約

倍
の
負

1.5

担
増
に
な
り
ま
す
。
で
も
、
時
間
の
許
す
限
り
、

佐
渡
汽
船
を
利
用
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
お
誘
い
く
だ
さ
い
。

◇
新
潟
支
部
総
会
◇

平
成

年
８
月

日(

日)

理
窓
会
新
潟
支
部
総

28

20

会
が
下
越
地
区
幹
事
の
お
骨
折
り
に
よ
り
、
じ
ょ

い
あ
す
新
潟
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
で

の
議
事
の
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
後
述
の
通
り

承
認
さ
れ
ま
し
た
こ
と
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

今
回
は
、
東
京
理
科
大
学
学
長
藤
嶋
昭
様
、
維

持
会
会
長
森
野
義
男
様
、
理
窓
会
副
会
長
の
島
崎

益
男
様
か
ら
御
来
県
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

藤
嶋
学
長
様
に
は
ご
講
演
い
た
だ
き
、
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

来
年
度
は
中
越
地
区
の
当
番
と
な
っ
て
お
り
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

以
下
に
主
な
議
事
を
掲
載
し
ま
す
。

◇
役
員
改
選
◇上

杉

肇

支

部

長

熊
谷
正
美

水
嶌
繁
満

副
支
部
長

佐
藤
茂
樹

上
野
順
治

志
田
重
道

山
田
亮
一

森

知
之

中
田
亮
一

鷲
尾
雄
慈

中
尾
慶
一

平
成

年
度
版
名
簿
に
記
載

地
区
幹
事

28

平
成

年
度
版
名
簿
に
記
載

県

幹

事

28

平
成

年
度
版
名
簿
に
記
載

顧

問

28

◇
平
成

年
度
事
業
報
告
◇

27

・
支
部
役
員
会
開
催

７
月
５
日

新
潟
会
館

名
13

・
こ
う
よ
う
会
新
潟
支
部
総
会
参
加

７
月

日

新
潟
東
映
ホ
テ
ル

25

顧
問･

副
支
部
長
計
４
名
出
席

・
支
部
総
会
開
催

８
月

日

高
陽
荘

名

23

31

・
こ
う
よ
う
会
新
潟
県
支
部
行
事
講
演
会

２
月

日

新
潟
会
館

名

14

10

・
会
員
名
簿
発
行(

８
月
版)

８
月

日

サ
イ
ズ

頁

部

23

A4

24

35

・
会
報
「
新
潟
理
窓
」
発
行

Ｈ

･

６
月

日

サ
イ
ズ
２
頁

部

28

30

A4

526

◇
平
成

年
度
事
業
計
画
◇

28

・
支
部
役
員
会
開
催

７
月
２
日

万
代
市
民
会
館

名
10

・
こ
う
よ
う
会
新
潟
支
部
総
会
参
加

７
月

日

新
潟
東
映
ホ
テ
ル

30

顧
問･

副
支
部
長
計
４
名
出
席

・
支
部
総
会
開
催

８
月

日

新
潟
会
館

名

20

41

・
こ
う
よ
う
会
新
潟
支
部
事
業
講
演
会
参
加

１
月

日

燕
三
条
地
場
産
セ
ン
タ
ー

29

メ
ッ
セ
ピ
ア

名
14

・
会
員
名
簿
発
行(

８
月
版)

８
月

日

サ
イ
ズ

頁

部

23

A4

24

50

・
会
報
「
新
潟
理
窓
」
発
行

３
月

サ
イ
ズ
２
頁
約

部

A4

600

・
会
員
名
簿
発
行(

３
月
版)

◇
平
成

年
度
会
計
収
支
決
算
◇

27

○
収
入
の
部

繰
越
金

２
９
６
，
０
１
４
円

会
費

４
１
，
５
３
０
円

本
部
補
助

７
５
，
０
０
０
円

雑
収
入

４
，
２
９
０
円

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

合
計

４
１
６
，
８
３
４
円

○
支
出
の
部

支
部
総
会
補
助

６
１
，
８
９
８
円

会
議
費

５
，
１
９
８
円

名
簿
・
会
報

１
２
，
９
９
１
円

送
料

６
２
，
３
７
２
円

事
務
用
品

０
円

理
窓
広
告
費
他

３
，
０
０
０
円

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

合
計

１
４
５
，
４
５
９
円

◇
平
成

年
度
会
計
予
算
◇

28

○
収
入
の
部

繰
越
金

２
７
１
，
３
７
５
円

会
費

１
０
０
，
０
０
０
円

本
部
補
助

７
５
，
０
０
０
円

雑
収
入

６
２
５
円

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

合
計

４
４
７
，
０
０
０
円

○
支
出
の
部

支
部
総
会
補
助

８
５
，
０
０
０
円

会
議
費

２
０
，
０
０
０
円

名
簿
・
会
報

２
０
，
０
０
０
円

送
料

１
０
８
，
４
０
０
円

事
務
用
品

１
０
，
０
０
０
円

予
備
費

２
０
３
，
６
０
０
円

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

合
計

４
４
７
，
０
０
０
円

◇

◇

事
務
局
か
ら
の
連
絡

①
支
部
会
費
に
つ
い
て

年
会
費
は
、
１
０
０
０
円
で
す
。
総
会
参
加
時

に
お
納
め
く
だ
さ
い
。
総
会
欠
席
の
場
合
は
、

同
封
の
振
込
用
紙
で
お
願
い
し
ま
す
。

②
名
簿
に
つ
い
て

支
部
会
費
納
入
確
認
後
該
当
者
に
送
付
い
た
し

ま
す
。

③
事
務
局
連
絡
先

加
茂
市
大
郷
町
１

６

横
尾
則
幸

－
－

16

電
話

０
２
５
６(

５
３)

３
１
１
５

e
m

ail:yokoyokohiyoko@
yahoo.co.jp

-

第 号 に い が た り そ う 平成 年 月 ( )30 29 3 2


